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   The results of 209 cultures and sensitivity tests in urinary tract infections among hos-
pitalized cases in Urological Department of Hiroshima University in 1961 were here reported. 
   1) The universal use of antibiotics has produced changes in the  bacterialflora, nd in-
reased resistance to antibiotics in urinary tract infections. 
   2) Pseudomonas was found in 33 percent,and followed coli group, enterococci, staphylo-
cocci, proteus, streptococci and etc. Pseudomonas, enterococci and proteus remarkably 
increased in number as pathogens in urinary tract infections. 
   3) Pseudomonas nd proteus have almost shown resistance to antibiotics except o Kana-
mycin and  Colimycin. 
   4) Postoperatively, in urinary tract diseases as prostatahypertrophy, bladder tumor and 
urolithiasis, proteus and pseudomonas remarkably increased.




































昭和35年10月よ り同36年9月 迄 の1力 年 間の 広大 泌
尿科 入 院 患老 の 内,尿 路感 染 を 有す る175例に つ いて
入 院時 カテ ー テルに て 無菌 的 に膀 胱 尿 を採 取 し これ を
遠心 沈 澱 して沈 渣 の一 部 を グ ラ ム染 色 して鏡 見 し,沈
渣 の残 部 を血 液 寒天 培 地,普 通 寒天 培 地,ブ イ ヨン,
チ オ グ リコー ル酸培 地 等 に て分 離 培 養 し37℃24時 間
後 発 育 した 集落 に っ いてStaphyloNo.110,Kligler培
地そ の 他で 鑑 別 培養 を 行 い菌 種 同定 を 行 い又 感受 性 検
査 はサ 剤 はMtiller・Hinton培地,抗 生 剤 はHearti-




namycin(KM),Colimycin(CS)にっ い て施 行 し
た.
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そ の 他
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分 離 菌 陣 株 剃 率(%)1増減
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表3ブ ドー球菌に対する化学療法薬剤の感受性





































































































































































































































































































































































































一一%一 桿 菌 群
50 /00
図2主 なる菌種別各種薬剤感受性の比較




































































































































向,更 には治療 の点に ついて略記 したが これ を
総括してい ささかの考 えを述 べる.
まず尿路感染症 の分離菌 について考 えてみる
に,元 来尿路感染症 に於 ては尿路侵 入の比較 的
手易い大腸菌,ブ ドー球菌 な どが多 い とされて
来た.然 し此の点について文献的に観察 してみ
るとかな りまち まちで発表 者に依つて差 の著 し
いことは,占 部Dの 論文に詳細 な文献的考察が





126株(26.8%)に大腸菌 を認 め た と 云 い,
Herrald5)はE,coli50%',Proteus25%,
St,faecalis25%,ブド・-tt菌,連鎖球菌は
5%内外であつた と述べ てい る.こ れ に 対 し
Rittsら4)はA.aerogenes,Proteus,E・
coli,緑膿菌の順であった と云 う.又 国内に於
ける最近の文献 では,日 野5}が膀胱炎分離菌28
0株に於て大腸菌群 とブ ドー球菌 はほぼ 同数 で
あつたと云い,又 占部は154株の内ブ ドー球菌
70株(45.5%)で最 も多 くコ リ アエ ロゲネス
群,変 形菌,パ ラコ リ菌,緑 膿菌,サ ルモネ ラ
属の順で,ブ ドー球菌 の多 い ことを 示 し て い
る.此 の様 に尿 路感 染症 に於け る検 出菌 の順位
がまちまちなのは尿 路感 染症 に於け る原疾患及
びその時期 の差異 と共 に地域 的な化学療法 の普
及 の度合等に よる所 が大であ ると考え られ るの
で一概には云えない.矢 野6)の如 く,検 出菌必
ずしも起炎菌 な らず,感 染症 の起 炎菌 と決める
指標として菌数105/m1以上であ ることを提唱
してい る.又 黒 川7)は尿路感染菌 の決定 に際 し
ては,採 尿方法 や,尿 路感染症 の急性,慢 性 の
相違な ど,細 菌学的検査 と共 に臨床 的所 見の把
握なども重要で ある と述べ ている.
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受性 を残 してい る.こ の様に緑膿菌及 び変形菌
の耐性 の著 しいことはSalvarislo)が各薬 剤共
緑 膿菌には40%以下.変 形菌 でCP64%に 対 し
その他 の薬 剤は全 て30%以下 と云 い この点につ
いてはRitts,Suterli),Swanton12〕.Seneca
等 の報告 も一致 してい る.吾 国で も土屋,日 野
,矢 野及 び占部等,程 度 の差 こそ あれいずれ も
緑膿菌,変 形菌 の耐性 出現著 し く現今の尿路感
染症に於ては一般に云われ るブ ドー球菌 よりも
緑膿菌,変 形菌 の出現 とその耐性の著 しい こと
こそ問題 であるとしてい る.吾 々の場合 は諸家
の報告 よりその耐性率 は更に著 し くいずれ もそ
の大部分が7～8重 耐性 を示 してい る.
次ぎに この多重耐性 と菌交代現象の問題 であ
るが前者については一 言にして云えぱ感 受性検
査上 では感受性のあるものの方が少ない と云 う
ことで ある.表9に 示 した多重耐性 の状態 をみ
る と6～8重 耐性 が過半数 を占めている.こ れ
は緑膿菌,変 形菌 に よる所 大な りと思われ,こ
の点で は占部の緑膿菌は少 な く又全体 として3
重耐性が最 も多いとす る結果 とはかな り差があ
る.此 の多重 耐性菌 の出現 は地域,年 代,或 は
病院等に よつてか なり差が あると思われ るが ち
なみに小 酒井等13)はその出現率 を地域的 に 関
東,近 畿,九 州,中 国の順に少な くなつている
と云 う 吾 々の成 績は,大 学病 院入院患者で既
応にかな りの治療 を経過 してい ること,然 も下
部尿路疾患に続発 した感染症が多 い こと等に由
来す ると思れ る.
次 ぎに菌交代現象の問題 であるが吾 々はまだ
これに対 する充分な資料 をもたない.し かし表
10に示す前立腺肥大症等 の手術侵襲前後 の分離
菌の変化 をみ ると緑膿菌の増加は僅 かであるが
変形菌が著 し く増加 して居 り,こ れは前述 した
土屋等の報告 と一致す る.吾 々の場合,例 数 は
少ないが上部尿路結石症 に対す る手術侵襲後 に
於て も同様 に変形菌,緑 膿菌が増加 してみられ
た.尿 路感染症に於 ける菌交代症 の主役 は これ
らに よると考えて早計ではあ るまい1
最後 に尿路感染症 に於け る治療 の問題で ある
が此 の点についても残念乍ら絶対的基 準は未 だ













































3)1年 間 を前後半年間 に分け て集計す る と
僅か乍 ら変形菌,腸 球菌が増加 し,大 腸菌群,
ブドー球菌が減 少 した.、
4)分 離菌209株に対す る感受性検査 を化学療
法剤9剤(PC,SM,EM,CP,TC,Sulf.,KM
FD,CS)に ついて施行 した.一 般に桿菌殊 に
緑膿菌,変 形菌 の耐性 出現率 は著 し く,緑 膿菌
ではKM39%o,CS66%に 感受性 を示 した他
は全てに完全耐性 を示 した.変 形菌 ではKMが
80%の感受性 を示す他,CP,CS,TCtZz209/n前



























5)日 野:泌 尿 紀 要,5:1004,1959.
6)矢 野=J.Antibiotics,Ser.B.,12:170,1959.
7)黒 川=日 医 事 新 報,1959=125,1961.
8)土 屋 ・他:日 本 臨 床,14:604,1956.
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